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●肌への刺激をさけましょう

●肌の乾燥を防ぎましょう

●適度な日光浴を心がけましょう

●睡眠を十分にとり、
規則正しい生活を
心がけましょう

刺激により症状が悪化することがあります。

入浴のときにはこすりすぎず、長時間の入浴や熱い
お湯につかるのはさけましょう。

衣服により肌がこすれるのをさけるため、ゆったりとし
たものを着用しましょう。

かゆいと掻きたくなりますが、なるべく掻かないよう
にしてください。かゆみがひどい場合には、医師や医
療スタッフに相談しましょう。

•

•

•

乾燥する環境では症状が悪
化するといわれています。加
湿器や保湿剤などを使い、乾
燥を防ぎましょう。

日光を浴びると症状がよくなるとい
われています。ただし、長時間の日光
浴や急激な日焼けは逆に症状の悪化
につながるので注意してください。

現在、日本には乾癬の患者さんが
約30数万人いるといわれています。

乾癬は治りにくいといわれてきましたが、
今では症状に合わせたさまざまな治療法を選択でき、

ほとんど症状がない状態にすることが
可能となっています。

根気よく治療を続けると共に
生活習慣を改善していくことが大切です。

喫煙やお酒は症状の
悪化につながるため、
なるべく控えるように
しましょう。

［ 監 修 ］
東京慈恵会医科大学 名誉教授　中川 秀己 先生
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乾癬における日常生活の注意

原因は明らかになっていません。
遺伝的要因（遺伝子によるもの）に

いくつかの環境要因などが加わって起こると
考えられています。

乾癬は
何が要因で
起こるの？
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ストレス

お 酒

肥 満

感染症
（風邪など）

お 薬

喫 煙

疲 労

不規則な生活
（食生活も含む）

合併症
（糖尿病など）

気 候



皮膚を正常にするためのお薬

光線療法による乾癬の治療

炎症を抑えるためのお薬

皮膚が赤くなって盛り上がり、表面に銀白色のフケのよ
うなものができてボロボロとはがれ落ちる、特徴のある
皮膚の症状（皮疹）ができます。

“乾癬”という名前やその症状から感染症と誤解される
ことがありますが、乾癬がまわりの人にうつることは絶
対にありません。

皮膚の細胞が異常な速度で増殖します。正常な皮膚
は約4週間で生まれ変わりますが、乾癬では4～5日
と異常に早くなっています。また、血液の細胞である
リンパ球が炎症を促進する物質（炎症性サイトカイン）
を大量に産生するため、皮疹ができるのです。

①皮膚を正常にするためのお薬、②炎症を抑えるためのお薬
一般的に、症状がみられる部分が少ない場合には主にぬり薬
症状がみられる部分が多い場合にはぬり薬に加えてのみ薬

が使われます。
を使い、
や光線療法、注射薬を使います。

ぬり薬の効果がみられなかった場合や、症状がみられ
る部分が多い場合には、光線療法による治療を行うこ
とがあります。

ここに記載されていないお薬もございます。
わからないことがあれば、医師や薬剤師にご相談ください。

活性型ビタミンD3外用薬※

ビタミンA誘導体（レチノイド）内服薬

皮膚の細胞の異常な増殖を抑え、正常な皮膚に近
づけます。

※ 皮膚を正常にするためのお薬（活性型ビタミンD3外用薬）と
 炎症を抑えるためのお薬（ステロイド外用薬）の配合剤もあります。

炎症やかゆみをしずめます。

リンパ球からつくられる炎症を促進する物質の働き
を抑え、炎症をしずめます。

乾癬ってどんな病気？ 乾癬の主な治療方法

ぬり薬

のみ薬

ステロイド外用薬※

免疫反応を抑える内服薬
（シクロスポリン、PDE阻害薬、Tyk2阻害薬、メトトレキサート）

ぬり薬

のみ薬

生物学的製剤注射薬

お薬による乾癬の治療

乾癬の皮膚では何が起こっているの？

皮膚を正常にする
　・活性型ビタミンD3外用薬
　・ビタミンA誘導体内服薬

リンパ球からつくられる
炎症を促進する物質の働きを抑える
・生物学的製剤

炎症を抑える
・ステロイド外用薬
・免疫反応を抑える内服薬

角質

拡張した毛細血管

リンパ球

正 常 乾 癬

表皮

真皮

・ IL-17A（インターロイキン17A）
・ IL-23
・ TNFα（ティーエヌエフアルファ）

など

炎症性
サイトカインの

種類




